
地域特性と地域ネットワークを活かした
ゼロカーボンに関わる人材の育成

2023.2.21 大学等コアリション

地域ゼロカーボンWG・人材育成WG合同シンポジウム

信州大学 茅野恒秀

➢ 博士（政策科学）。専門は環境社会学、社会計画論、サステイナビリティ学。
➢ 法政大学で学び、日本自然保護協会勤務、岩手県立大学准教授を経て、2014年より信州大学人

文学部准教授、2022年より同グリーン社会協創機構 地域カーボンニュートラル推進部門長。
➢ 信州大学では社会学の専門科目のほか、全学部生対象の「環境エネルギー政策論」を担当。
➢ 現在、長野県「くらしふと信州」運営ミーティング座長、松本平ゼロカーボン・コンソーシアム

運営委員長、安曇野市里山再生計画推進協議会会長、自然エネルギー信州ネット理事等を務める。



松本キャンパス
全学部の１年次教育
人文／理学／経法／医学
の4学部

上田キャンパス
繊維学部

長野キャンパス
工学部

長野キャンパス
教育学部

伊那キャンパス
農学部

三
つ
の
ア
ル
プ
ス
、
八
つ
の
水
系
の
源
流
を
抱
え
、

八
つ
の
県
と
隣
接
し
、
全
国
で
四
番
目
に
広
く
、

七
十
七
の
市
町
村
で
構
成
さ
れ
る
長
野
県
内
に

五
つ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
が
所
在
す
る

全
国
有
数
の
タ
コ
足
大
学
。

学生10798人
教職員2674人



特色：環境の取り組みと地域連携
2001年 工学部がISO14001認証取得（国公立大学初）

2004年 「環境マインドをもつ人材の要請」文科省特色
GP採択

2010年 全キャンパスにおいてISO14001認証取得

2011年 地球温暖化防止実行計画策定

2017年 ISO14001から独自の環境マネジメントシステ
ムへ移行

2019年 全学横断特別教育プログラム環境マインド実践
人材養成コース開設

『信州大学統合報告書2021』



全学部1年次生向け「環境エネルギー政策論」（定員100名）

【2022年度受講生の授業アンケートより】

• 発電や環境に関する知識を、歴史を踏まえながら現
在の様子についても把握することができた。日本と
いう国がいかに世界から「ゼロカーボン」という点
で遅れを取っているのか、ということを深く知るこ
とができ、強い危機感を抱くことができた。

• 授業を通して今現在、日本はエネルギー問題に対し
て後れを取っていることが分かった。また、エネル
ギー問題に対して多面的な見方ができるようになっ
たと思う。

• 授業を受ける前は単に「温暖化対策」「技術的な問
題」というイメージを自分は持っていたが、この授
業を受けて、それらの問題だけではなく、地域の課
題を解決するとか、地域の利益になるエネルギー政
策という視点も得ることができたこと。

• テクノロジーだけでは意味が無いことを知った。

• 高校生までは技術の観点から再生可能エネルギーを
調べてきたが、それだけではなく社会の要素とのバ
ランスを図らないと効果的な政策を成すことはでき
ないと痛感した。

• 学問を分野ごとに分け隔てることなく融合させて学
ぶことの重要性を認識出来たこと。

（2022年度シラバス）
①講義の問題設定、導入的論点の提示
②環境の危機とエネルギー転換の要請
③日本のエネルギー政策史：講義
④日本のエネルギー政策史：資料映像視聴
⑤グループ対話：環境エネルギー政策の論点整理
⑥グループ報告：各エネルギー源の利点と難点
⑦世界と日本のエネルギー転換政策
⑧再エネ大量導入のカギ
⑨再エネの社会的受容性
⑩再エネ100%地域(1)：デンマーク・ロラン島の事例
⑪再エネ100%地域(2)：日本各地の事例
⑫世界経済の動向とエネルギー転換
⑬グループ対話：地域に根ざした環境エネルギー政策
⑭グループ報告：地域に根ざした環境エネルギー事業
⑮地域に根ざした再生可能エネルギー事業化の課題

→授業の中で読書ノート、視聴ノート、グループ対話と
グループワーク、討議・熟議、口頭発表、ポスター発
表など研究活動に関わる諸行為を盛り込む工夫を施す。



地域と連携した専門教育の実践例（人文学部：社会調査実習）

①上田市「相乗りくん」太陽光発電事業
（NPO法人上田市民エネルギー）
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「相乗りくん」総容量と参加者数の推移

出力合計(kW) パネルオーナー(人)

おもしろい！
ひとつの理想型

小
規
模
・
分
散

地
域
が
主
導

手
応
え
・
実
感

人
の
つ
な
が
り

学
べ
る
場

→
参加者への
聞きとり調査
から読みとれた
魅力

②安曇野市薪ストーブユーザー全戸調査
（安曇野市里山再生計画）

相乗りくん
http://eneshift.org/ 4万世帯の市内全住宅を現地で目視調査（別荘を含む）。

薪ストーブ利用世帯は1640軒、世帯数に占める普及率
4.1%と特定。802通のアンケート有効回答を分析。

全回答者 豊科 穂高 三郷 堀金 明科
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※順位が2ランク以上変化するものにマーク

最も使う樹種（地区別に多様性がある）

調達費用の平均値41232円（N=681）

①自ら山に入って伐採 約2万円

②原木→玉切り・薪割り 約4万円

③完成した薪を入手 約6.2万円

→使用量の平均値は5.28立米、市内で使用されている薪の
量は9000立米弱と推定。調達費用の規定要因は調達方法、
調達先、樹種のこだわりの3点と推論。



R4教育機関と連携した地域再エネ導入促進及び地域中核人材育成研修

：長野県の地域特性と地域ネットワークを活かした
地域主導の再生可能エネルギーの事業化

くらしふと信州（ゼロカーボン社会共創プラットフォーム）
拠点開所式＆トップランナーセミナーに参加

人文、経法、理学、工学、農学、繊維の
6学部から13人が研修参加中

長野県庁、松本市によるオンラインレクチャー

松本平ゼロカーボン・コンソーシアム会員企業による
事業化事例の現地視察＆聞きとり調査



信州大学の特徴：
産学官民の協働の基盤を活かした研究・教育

信州の快適な住まいを考える会（SAH会）
：高木直樹特任教授

（一社）ＮＥＣＯ
上田ビジョン研究会
：高橋伸英教授

松本平ゼロカーボン・コンソーシアム
くらしふと信州
脱炭素先行地域（乗鞍高原） など
：茅野恒秀



長野県が開催した
国際ゼロカーボン会議
（2023.2）
本学学生が2名登壇



補足：社会の中での人材育成にも関与
（「地域再エネ事業の持続性向上のための地域中核人材育成事業」）

↑2021年度伊那地域での
連続WSプログラム

2022年度は同地域で
事業化検討支援を実施
＋東信地域で第1ステージ構築
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